
ご挨拶 
 
医薬品開発において、臨床試験、その中でも特に後期臨床試験の成功確率を向上さ
せることが、開発全体の律速過程となっていることが明らかにされています。薬物
動態（PK）、そして薬物動態と有効性および安全性との関係（PK/PD）を深く検討
し把握することは、その医薬品の全体像と特性を明らかにする上で不可⽋であり、
臨床開発を合理的かつ経済的に成功させるための「要」であると認識されるに⾄っ
ています。 
 
Pharmacometrics（PMx）と呼ばれる⺟集団PK/PD解析やモデリング＆シミュレー
ション（M&S）といった⼿法の新薬の臨床開発での効果的適応は、2000年頃から新
しい潮流となってきました。PMxは、臨床試験などのデータから PKや PK/PDの個
体間差・個体内差を含んだ統計学的モデルを構築し、それを⽤いて最適な投与量設
定などの実践的な課題を解決することで、臨床開発や個別化医療における意思決定
を⽀援することを⽬的とします。このアプローチの真価は、テクニックとコンセプ
トの両⾯を揃えることで発揮されます。ソフトウェアの動作や技術導⼊といったテ
クニックも重要ですが、それに溺れることなく、常に解析で達成すべき⽬的（コン
セプト）を念頭に置き、その効果を最⼤限に引き出すことが求められます。 
 
社団法⼈「医薬品開発のための Population Pharmacokinetics/Pharmacodynamics
研究会」は、患者さんのもとに素晴らしい新薬が速やかに届くことを願い、PMx の
概念と実践的なスキルの普及・教育を通じて、我が国における医薬品開発の質的向
上に貢献するために、2003 年の設⽴時より活動を開始いたしました。本研究会は、
実践的なハンズオンセミナーを毎年開催してまいりました。コロナ禍で⼀時中断し
ておりましたが、2023 年から再開し、今年は初⼼者コース、モデル診断コース、上
級者コースを開催する運びとなりました。本セミナーは、NONMEM®やRがインス
トールされたPCを⽤い、経験豊富な製薬会社や⼤学の第⼀線で活躍する専⾨家が講
師を務める、少⼈数・参加型のワークショップ形式です。 
 
明⽇からの業務に直結する PMx の実践的なスキルを習得し、同じ志を持つ研究者や
実務者と活発に議論することで、皆様のネットワークを広げる貴重な機会となるこ
とを期待しております。臨床開発研究者のみならず、⼤学研究者、教育者、医師、
薬剤師など、多くの皆様のご参加を⼼より歓迎いたします。本研究会の活動を通じ、
科学を背景とした合理的かつ経済的な薬物開発・薬物治療が広く普及することを願
っております。 
 

 
 



2026 年 医薬品開発のための Population 
Pharmacokinetics/Pharmacodynamics セミナー 

 
開催概要: 
⽇時 2026 年 8 ⽉ 20 ⽇（⽊） 21 ⽇（⾦）  

初⼼者コース、モデル診断コース、上級者コース 
 
場所 横浜薬科⼤学  （横浜市⼾塚区俣野町 601）  
https://www.hamayaku.ac.jp/access/ 

 
 

路線バス： 
⼾塚駅からは、JR ⼾塚駅⻄⼝より、⼾塚バスセンターのりば 2 番（⼾ 50・52・55）から 「ドリ
ームハイツ⾏」または「俣野公園・横浜薬⼤前⾏」に乗⾞し、「俣野公園・横浜薬⼤前」で下⾞、
徒歩 1 分です 

神奈川中央交通 
  「⼾塚バスセンター」バス停の時刻表 
 
 
 



 
受付：Leo Esaki 記念ホール前 （初⽇のみ設置） 
お名前と参加コースを受付にてお知らせ下さい。名刺ホルダーをお渡しいたします。受付後は全
コース Leo Esaki 記念ホールにお集まり下さい。開会の挨拶が終わりましたら各講義室にご案内
いたします。なお当⽇印刷したテキストの配布は⾏いません。 
 

 
 
 
 

• ⼤学近辺での交通マナー等をお守りください。⼤学周辺路上で喫煙しないで下さい。 
• ゴミ、ペットボトル等は定められた場所に捨てて下さい。 
• Leo Esaki 記念ホールにはハイヒールでは⼊室できません。スリッパ等をご持参ください。

なお、ハイヒール以外の靴は⼊室可能です。 
• 講義・演習を⾏う PC 室ではペットボトル飲料も含め飲⾷は⼀切できません。PC 室以外

の講義室ではペットボトル飲料のみ持ち込み可です。 
• セミナー中、学内では必ず名札をお付けください。 
• 学内で、受講コースの教室以外への⽴ち⼊りはご遠慮ください。 
• セミナー開催中、携帯電話は電源をお切りいただくかマナーモード等に設定をお願いし

ます。 
• 緊急時以外のセミナー中のお呼び出しは出来ません。 
• キャンパス内は全⾯禁煙となっております。喫煙所はありません。 
• 貴重品は各⾃で管理ください。 
• お帰りの際に、名前ホルダーの返却をお願いいたします。 
• ⼤学の PC を使⽤していただきます。PC が毎⽇リセットされますので、演習に使ったフ

ァイルなどは適宜フラッシュメモリに保存ください。フラッシュメモリは受付の際に配
布いたします。なおウイルス混⼊防⽌のため、ご⾃⾝のフラッシュメモリ等はご利⽤に
ならないようにお願い致します。 

• 軽装にてご参加下さい。 
• 意⾒交換会： 厚⽣棟（⾷堂） （上記地図の 13 番） 

 



参考書籍 
 
医薬品開発ツールとしての⺟集団 PK-PD解析 ―⼊⾨からモデリング&シミュレーション― 

 

 
 

⺟集団 PK-PD 解析の⼿引き書。医薬品の薬物動態学，薬⼒学の解析を混合効果モデルに
より⾏う。最も汎⽤されている NONMEM を使⽤し演習課題に取り組みながら，複雑な構
造を有する混合効果モデルの概念を把握し，解析できるよう構成 
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